
取組み ①健康・生活 ②運動・感覚 ③認知・行動
④言語・コミュ
ニケーション

⑤人間関係・社
会性

家族支援 地域支援

ハンモックと出
会い、遊んでみ
る

■普段寝ると
き、休憩すると
き、独りきりに
なりたいとき、
どんな風に過ご
しているか思い
出し、話し合
う。

■既製品のハン
モックを準備
し、ハンモック
を視覚、聴覚、
触覚、嗅覚、固
有覚を使って感
じる。

■「教科書で見
たことある！」
など過去に取得
した情報と照合
する■ハンモッ
クの形、色、
音、大きさや仕
組みを知る。■
実際に使ってみ
る。遊んでみ
る。

■ハンモックで
何が出来るかを
考察する。■考
えを言葉にして
他者に伝える。
■実際に使って
遊んだあと、何
を感じたかを言
葉にして伝え
る。

■自分の意見と
他者の意見の違
いを受け止め、
意見交換を行
う。

シーツでハン
モックを作る①

■普段の生活に
ではシーツはど
んな風に使われ
ているか思い出
し、話し合う。

■既製品ハン
モックとシーツ
との違いを観察
し、どうすれば
シーツがハン
モックになるの
かを考える。

■考えたこと、
感じたことを言
葉にして他者に
伝える。

■自分の意見と
他者の意見の違
いを受け止め、
意見交換を行
う。

シーツでハン
モックを作る②
材料の選択

■シーツでハン
モックを作るた
めに必要な物は
何かを考える。
■シーツの大き
さ（幅と長
さ）、シーツの
強度（布の厚
さ）、ロープの
長さ・太さにつ
いて具体的に考
察する。

■自分が考えた
必要物品を言葉
にして伝える。

■必要物品のリ
ストを作成す
る。自分の意見
と他者の意見の
違いを受け止
め、意見交換を
行う。

シーツでハン
モックを作る③
材料の調達

■シーツとロー
プをどこでどう
やって調達する
か考える。

■調達の方法に
ついて言葉で伝
える。

■自分の意見と
他者の意見の違
いを受け止め、
意見交換を行
う。

シーツでハン
モックを作る④
制作（各自１個
ずつ）

■ロープをシー
ツと木に結び付
ける。

■設置する場所
を選ぶ。■設置
する場所に応じ
た長さにロープ
を切る。

■一人で出来な
いときは、出来
る人に助けを求
める。■助けて
もらったら「有
難う」と感謝の
気持ちを伝え
る。■困ってい
る子がいたら
「手伝おう
か？」と声をか
けてみる。

■手指の巧緻性
が求められる作
業が多いことか
ら、得意なこ
と、苦手なこと
を知る。■困っ
たときは助けを
求める。■困っ
ている子がいた
ら助ける。

■視覚的・具体的・肯定的なコミュニケーション

■自分で感じ・考え・選び・決める・行動する

株式会社どすこい

児童発達支援・放課後等デイサービス　支援プログラム

C-8　シーツハンモック

■「一人一人にそれぞれのフツウ」



自分のハンモッ
クで寝る・遊ぶ

■不安定な場所
に乗り、寝る、
揺れる、を体験
する。■不安定
な場所から安全
に下りる、を体
験する。

■地面とハン
モックの距離、
高さを知る。■
恐怖心の自覚。
■恐怖心を乗り
越えるドキド
キ・ワクワク感
の感得。■安全
に乗り降り出来
た達成感の獲
得。

■「怖い」「ド
キドキする」
「ワクワクす
る」「出来
た！」といった
感情を言葉で表
現し、伝える。

■「怖い」「ド
キドキする」
「ワクワクす
る」「出来
た！」という感
情の共有。共
感。

他の子のハン
モックで寝てみ
る～遊びの展開

■他者が考察
し、制作設置し
たハンモックに
乗り降りし、自
作のものとの違
いを体感する。

■他者が作った
ハンモックの観
察。地面とハン
モックの距離、
高さを知る。■
恐怖心の自覚。
■恐怖心を乗り
越えるドキド
キ・ワクワク感
の感得。■安全
に乗り降り出来
た達成感の獲
得。

■「怖い」「ド
キドキする」
「ワクワクす
る」「出来
た！」といった
感情を言葉で表
現し、伝える。

■「怖い」「ド
キドキする」
「ワクワクす
る」「出来
た！」という感
情の共有。共
感。■全員のハ
ンモックを使っ
た遊び（鬼ごっ
こ等）への展開
を話し合う。■
より複雑な導線
を生む機会とす
る。


